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 ［要旨］
「ＮＨＫ番組アーカイブス学術トライアル」を利用し、 「文字言語で語
る小説・小説家が映像媒体で語られる時」というテーマでＮＨＫアーカイブスにてアクセスできる石川淳および石川淳作品に関わるコンテンツ（報道番組を除く、ラジオ番組・テレビ番組）を調査し、その結果を報告するとともに、若干の考察を示す。
　　　
　
合計一三件の番組を視聴することができ、インタヴュー番組では石川淳の
受け答えを肉声で聴くことができ、またラジオドラマ化された「鷹」を通して、作品の聴覚的側面が強調され、作品イメージが立体化される まが確認できた。朗読番組では、自作朗読も含めて素直に作品テクストを読み上げるタイプだけでなく、作品世界の映像化と朗読をミックスしたようなタイプのもにも接することができ、作品から出発して作品に帰るという接し方以外に 、作品をあくま もきっかけとし、作品の提出したものを押 広げてゆくという接し方 あることを教えられた。また、朗読 の変化あるいは振れ幅から、相応に歴史の る朗読番組とは何かという考察も促された。
　　　
 ［キーワード］…石川淳・小説・テレビ・ラジオ・朗読
　
ラジオ・テレビと石川淳
　　 　　
―ＮＨＫ番組アーカイブス学術トライアルを利用してみて
山
　
口
　
俊
　
雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
はじめに
　
一
　
石川淳に関わる番組の全体像
　
二
　
石川淳に関わるラジオ番組
　
三
　
石川淳に関わるテレビ番組
　
四
　
文字言語と聴覚メディア・視聴覚メディア
　
おわりに
　　
［キャプチャー映像（静止画） ］
　　
［注］
　　 　　　 　 　 　　　　
60
日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 23 号
　　　
はじめに
　
現在、 ＮＨＫに公募形式の「ＮＨＫ番組アーカイブス学術トライアル」
と称する制度が設けられており、稿者は、二〇一六年度第一回の公募に応募し、採択された。本稿は、この制度を利用した調査結果の報告である。　「ＮＨＫ番組アーカイブス学術トライアル」は次のような趣旨のものである。
　
学術利用トライアルは、ＮＨＫがこれまで放送し、ＮＨＫアーカ
イブスで保存している番組を大学などの研究者に見ていただき、学術的に利用する方法を検討するプロジェクトです。公募で採択された研究者 は、東京のＮＨＫ放送博物館またはＮＨＫ大阪放送局の研究閲覧室で、研究テーマに沿った番組を選んで閲覧し、その成果を研究論文や学会発表などにつなげ、放送文化の発展に貢献していただきたいと考えています。このプロジェクトは二〇一〇年からスタートし、これまで六六組の研究者 方々が参加してい す。　
二〇一五年一〇月からは、応募から審査までをオンライン化する
などしてスピードアップを図っ 公募の回数を年四回に増やし、より多くの研究者の方々が参加できるように運営を改めてスタートします。時代を記録して ＮＨＫの放送番組を、新 い視点で視聴し、ＮＨＫアーカイブスから新たな知見を切り開いてみませんか。積極的な参加をお待ちしています
（１）
。
「閲覧できるコンテンツ」としては、
テレビ草創期のものから最近のものまで、ＮＨＫが過去に放送した様々なジャンルのあらゆるテレビ・ラジオ番組、約六五万本が閲覧できます。※ニュースは閲覧対象外です。※ＮＨＫが組織的な保存を始めた一九八一年以降のものが中心で、過去に放送された番組全てがあるわけではありません
（２）
。
とあるが、実際に検索してみると、一九八一年以前のものでもラジオ番組を中心として残っているものがさまざまあった。　
この公募制の制度に稿者は次のような研究テーマで応募した。「文字言語で語る小説・小説家が映像媒体で語られる時」文字言語が映像（視聴覚言語）の中に置き換えられ、ある種 越境を果たしたときに、どのように変質するか、またどのように新たな価値 付与されるかを明らかにすること より もとの小説作品の魅力や作家のあり方に新たな照明が与えられ、作品の価値・魅力を再定義することができる。ただ、 そのためには具体的な映像作品 （番組）を繰り返し視聴するという基礎的な作業が欠かせない。ヴィデオ商品として出回っていない以上、アーカイブス アクセスせずにこの作業をすることはできないため、アーカイブス利用は必要不可欠である
（３）
。
　
実際に利用トライアルの資格を与えられて石川淳およびその作品に関
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わるコンテンツを精密に検索してみたところ、作品のラジオ番組化・テレビ番組化は意外に少なく、インタヴューのほうがまだしも多いことが分かり、応募時の予想が裏切られた面もあったが、番組をつぶさに視聴するという基礎的作業からさまざまな知見が得られたことは大きな収穫であった。　
以下、利用トライアルを許された三か月間、計一一回にわたって芝・
愛宕山のＮＨＫ博物館に通って検索・閲覧した結果、得られ 知見について報告するとともに、閲覧によって促された若干の考察を提示し い。　　　
一
　
石川淳に関わる番組の全体像
　
今回の調査でコンテンツの存在を確認できた石川淳およびその作品に
関わる番組は、以下の通りであ 。番組名 初回放送日、放送開始時刻保存データの長さ（分：秒） 、放送波の種類、の順で示す。
①
 教養特集「文壇よもやま話」―石川淳さんを囲んで
　
1959/08/31
　
20 ：
0 （４）0 （
61 ：
00 ）　
ラ二
②
 朝の訪問
　
石川淳
　
1963/12/19　
07 ：
4 （５）5 （
13 ：
24 ）　
ラ一
③
 作家と作品
　
石川淳インタビュー、対談（奥野健男・大江健三郎） 、
自作朗読（石川淳「紫苑物語」 ）
　
1965/07/03　
22 ：
15 （
39 ：
50 ）
ＦＭ
④
 文芸劇場「鷹」
　
1972/05/13　
09 ：
05 （
55 ：
25 ）　
ラ一
⑤
 ラジオ名作劇場「鷹」
　
1984/09/23　
不詳
69 ：
50 ）　
ラ二
⑥
 近代の文学（ＮＨＫラジオセミナー） 「普賢 （１）
　
1985/01/21
21 ：
00 （
45 ：
45 ）　
ラ二
⑦
 近代の文学（ＮＨＫラジオセミナー） 「普賢」 （２）
　
1985/01/28
21 ：
00 （
45 ：
35 ）　
ラ二
⑧
 近代の文学（ＮＨＫラジオセミナー） 「紫苑物語」
　
1986/01/27　
21 ：
00 （
44 ：
57 ）　
ラ二
⑨
 ＥＴＶ８
　
作家が読むこの一冊（１）
　
野坂昭如「黄金傅説」 （石
川淳・著）
1987/12/21　
20 ：
00 （
45 ：
00 ）　
教育
⑩
 ＥＴＶ８
　
文化ジャーナル
　
さようなら石川淳さん、ほか
　
1988/01/22　
20 ：
00 （
45 ：
00 ）　
教育
⑪
 ＥＴＶ８
　
時代の中の文学賞―芥川賞・直木賞１００回目
　
1989/01/17　
20 ：
00 （
45 ：
00 ）　
教育
⑫
 趣味百科
　
俳句
　
句会について
　
1990/04/05　
21 ：
30 （
29 ：
30 ）
教育
⑬
 朗読紀行
　
にっぽんの名作
　
石川淳「焼跡のイエス」 （１９４６
年）
 
2001/01/29　
23 ：
20 （
49 ：
50 ）　
ＢＳｈｉ
⑭
 週刊ブックレビュー
　
2009/07/18　
08 ：
30 （
54 ：
00 ）　
ＢＳ２
　
一応、これら一四件となるが
（６）
、④はコンテンツデータが現時点でアク
セス可能な形で残っておらず、再編集版と見られる⑤のほうでの聴取となった。　
詳細については次章以降で具体的に見て行くが、その前に、リストに
見られる特徴を簡単に整理しておきたい。　
まずは、ラジオ番組か、それともテレビ番組かという基準で 区分。
①～⑧はラジオ番組、⑨～⑭はテレビ番組であった。　
次に、作家・石川淳その人が出演した番組か、石川淳その人の消息に
関わる番組か、それとも石川淳の作品に関わる番組か、という基準によ
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る区分。石川が出演した番組は①～③、石川の消息に関わる番組は⑩と⑪、石川作品に関わる番組は、残りの④～⑨、⑫～⑭となる。ただし、消息とは言っても、ニュース番組は今回のトライアルの対象とはなっておらず、検索・調査の対象とはなっていないことに注意しておきたい。　
このようにざっと全体像を把握した上で、次章以降、各番組の内容を
もう少し詳しく見てゆくこと する。その際 時系列順とも合致するゆえ、ラジオ番組、テレビ番組の順 古いものから見てゆきたい。　　　
二
　
石川淳に関わるラジオ番組
①教養特集「文壇よ やま話」―石川淳さんを囲んで　
1959/08/31　
20 ：
00 （
61 ：
00 ）　
ラ二
　
この時期に放送されていた「教養特集」の毎月最後の回が、 「文壇よ
もやま話」として、文藝春秋社編集局長・池島信平と中央公論社社長・嶋中鵬二が作家に話を聞く形になっていた。ただし 回によって嶋中が欠けたり（江戸川乱歩） 嶋中の代わりに吉野源三郎が入ったりした回もある（山本有三） 。　
アーカイブスの検索によれば、石川淳以外に、正宗白鳥（一九五九年） 、
佐々木茂索（同） 、山本有三（同 江戸川乱歩（同） 、長与善郎（同） 、小林秀雄（同） 、久保田万太郎（同） 、吉川英治（一九六〇年） 、尾崎士郎（同） 、石坂洋次郎 同） 、野上弥生子（同） 、谷崎潤一郎（同） 、獅子文六（同） 、川端康成 井上靖 室生犀星 一 舟橋聖一（同）が取り上げられている。なお、アーカイブスの検索では嶋中鵬二が永井荷風と対談した番組 一九五 年一月六日放送 題も 「文
壇よもやま話」と記載されているが、 『荷風全集
　
別巻』 （岩波書店、
二〇一一）の「後記」 （四四六頁）に「荷風よもやま話」と題されていたとあり、正確な題については未確認である。ただ、時期が離れていることからも、ひとまず一九五九年から 一年までの一続きのものとは別のもの 見て差し支えないだろう
（７）
。
　
この放送番組「文壇よもやま話」は、一九六一年四月、一二月にＮＨ
Ｋ編『文壇よもやま話（上
･
下） 』 （青蛙房）として刊行されており、そ
の内容からアーカイブスの検索でヒットしなかった作家を補えば、村松梢風（一九五九年） 、丹羽文雄（ 九六〇年） 、佐藤春夫（同） 、瀧井孝作（同） 、中山義秀（同） 、大佛次郎（同）となる。　
最終回である大佛次郎 回（一九六一年三月二七日）の放送後、間を
置かず単行本が刊行されたことから考えると 評判 良い番組だったのだろうと推測される。　
さて、アーカイブスを利用して聴くことのできた石川淳の回について
であるが、内容的には既に文字起こしされたテクストが刊行されており、その意味での新味はなかった 、この時期の石川淳の肉声に接することができたのはやはり貴重である。半世紀以上という時間 経過 ため、音質の劣化は免れないが、聞き手の巧みな問い けに応じる、高めの声でやや早口で淀みなくしゃべる石川淳 語りをたっぷり一 近くにわたって聴くことができた。　
なお、書籍化されたテクストと較べてみると、インタヴューや座談会
が文字起こしされ活字化される場合 常として、あいづちや繰り返しになっている冗長な部分などは刈り込まれてい が、大きな改変は見られなかった。
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②朝の訪問
　
石川淳
　
1963/12/19　
07 ：
45 （
13 ：
24 ）　
ラ一
　
ラジオ番組「朝の訪問」は、一九四九年から一九六〇年代半ばまで放
送され、アーカイブスの検索では約二八〇件ヒットするインタヴュー形式の番組である。インタヴューの相手に選ばれたのは、石川淳のような作家だけでなく、安井曾太郎、坂口安吾、喜多村緑郎、大佛次郎、高浜虚子、馬場恒吾、幣原喜重郎、阿部次郎、新村出、田中絹代、大谷竹次郎、横山大観、会津八一、秩父宮雍仁親王、林芙美子 有島生馬 松永安左衛門、青野季吉、宮崎燁子（柳原白蓮） 、……画家、伝統芸能に携わる人、学者 実業家、政治家 皇族、等々 多岐にわたっている。ちなみに、石川淳の前の回は 中村歌右衛門（六世 である。　
一三分程度の短いインタヴューのため、六〇分近くあった前項①「文
壇よもやま話」に較べるとあっさりしており 内容が濃いとは言えない。とは言え、これまで文字起こしされて来なかったことを踏まえ、以下に稿者が文字起こししたものを示しておく。 （相手がしゃべっている最中にかぶさるあいづちは拾 ないなど、多少整理してある。 ）
中島和三アナウンサー
　
放送などはあまりお好きじゃないほうです
か。
石川淳
　
そうですね、これ、まあおたくの前ですけど……ハハハハ
ハ。
中島
　
ご遠慮なしに……。
石川
　
ハハハハハ、好きじゃないですね。
中島
　
ああ。あの、お出になることがお嫌いなんですか。その、お
聞きになったりご覧になったりするほうもお嫌いですか。
石川
　
そうですね、う～ん、まあ、あんまり聞きませんね。聞いた
り見たり……。テレビなど……。ええ、よそへいくとやってれば見るってことはあるけど……、まあ、積極的でないです。ハハハハ。
中島
　
う～ん、講演なども？
石川
　
講演、だめですね。まあ、講演でしゃべっても二〇分そこそ
こだな。
中島
　
ああ、そうですか。
石川
　
あまり長丁場しゃべったことがないしね。やってもうまくい
かないでしょう、きっと。
中島
　
そうですか。
石川
　
うん。
中島
　
だいたい、じゃ 、その こ 、こういうことがすべて億劫
でいらっしゃるんですか。
石川
　
そうでしょうね。億劫といえば億劫で ょう、要 るに不精
なんでしょうね。
中島
　
ああ、そうですか。
石川
　
そういうことで、何も、嫌 なことを努めてやることはな 。
好きなことだけをやってればいいっていう。
中島
　
ええ。
石川
　
それは何も選ぶっていうこと はないですよ。どれが好きで
どれが嫌いっていう風に選 やるってわけじゃないけど、自然とそういうことになってますねえ、結果から見るとね。どうやら勝手なことしてるってわけですよ。
中島
　
や、結構ですね、しかし
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石川
　
うん、しかし、高がしれていますからね人間、勝手なことを
するって言ったって。そうはいかないもんでね。
中島
　
そのお好きなことって、やはり筆をお執りになることですか。
石川
　
いやいや、これはいけない。
中島
　
お、そうですか？
石川
　
だって こりゃあ、まあねえ 筆執ることなんかが好きだな
んて、これはもう一番嫌いなのが筆を執ることでしょうね。
中島
　
そうですか。
石川
　
まあ商売 ね、やってますけどね、まあ 好きで ってるわ
けじゃないです。
中島
　
といって、しかし、あのう お書きになったものを、ええ、
時たまですけれど、その 拝見致しますと、そう、こう、別に厭世的でいらっしゃるわけでもないですね。
石川
　
そうです。厭世じゃないですね。ほんとに厭世だったら
にも書かないってことに、 るんじゃないですか。
中島
　
でその、どちらかと言 ますと、こう非常に意欲的に、な面
も私、窺えますけれどね。
石川
　
うん。そりゃま、書き出せばね。
中島
　
概して、しかし、あまりお書きになりません
石川
　
そうです。
中島
　
これもどうなんですか、やはりその多少、億劫なんですか。
石川
　
うん、そこをど 言うんですかね、そりゃ ええ、書かないっ
てことは商売繁盛しないってことになるから、あ りぞっとしないんだけども、しかしまあ、事実としてねえ、まあ、ほかの こ
れもほかの、比較ですよ、ほかの人と比べて、そんなに分量、行ってませんね。量産がないんですよ。
中島
　
ああ。
両人
　
ハハハハハ（笑） 。
中島
　
最近の産業界は、これはもう大量生産の時代ですけどね。大
量生産ですと、やはりどうしても質が悪くなるかもしれませんですね。
石川
　
まあ大量生産だからできるというようなものもあるでしょう
けどね。我々の商売、これは、結局は、これ、居
いじ
職ょく
ですからね。
中島
　
ああ。
石川
　
ま、手工業で、手を使う。中にはまあ、ええ、飛行機に乗っ
て、そん中で、こう、しゃべって書くという人があるか しれないけど だいたいにおいて 、なあんてったって、手で何 持って、こう、タイプライターにしたってね や る人だってやっぱりあれはタイプラ ター、打つんだから。口述にしたって口動すでしょう。結局はねえ、家内工業的なもんですな、これ 。
中島
　
はあ。興が乗れば書くということなんですか。
石川
　
それがちょっと問題なんですねえ。興が乗ってね、これは
ちょっと文学論になっちゃ けど、興が乗って書いちゃいけないと僕は思うんで 。興 んか乗る必要がないって思いますね これは、小説の場合ね。まあ、歌・俳諧 これはねえ、まあ、興が乗って、なんか酔っ払ってて、なんか歌がひょ と きるっ ことは、そりゃあ、ありえないことじゃな 。そりゃありえますけどね。でも小説の場合は、興 んか、興が乗って書くな てことは、全然どうでもいいことですね。少なくとも必要でない 。
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中島
　
はあ。
石川
　
なので要らないです、と僕は思うんですがね。だから僕もな
るべく、なるべくってのはおかしいな、実際に、僕は、つまり、興が乗ってあんまり書いたということはそんなにないです。
中島
　
ほう。
石川
　
じゃまなもんだと思うね
中島
　
そうですか。
石川
　
小説にはね。これはまあ小説論だから、あまり面白い話にな
らないですけどね。
中島
　
いやいや、大変興味深いですね。そ ですかね。じゃあ、ど
う言うんですか、その、やはり、これを書こうという何かそういうものはあるわけですか。
石川
　
う～ん、書いてくとね、書いてくうちに出てきますよ
中島
　
はあ。
石川
　
じゃあ出て来るって、うまく何も誰かが引き受けてくれてい
るわけじゃないんだから、出て来ないこともあるけれど、ま 、そういうもんですね。書いてくうちに出てくるもんだって とだな。
中島
　
よく言うモチーフとかなんとか そういうものは。
石川
　
うん、そんなものは、どうでもいいと思 んですね。
中島
　
はあ。
石川
　
要らないです、これも。
中島
　
ああ、そうですか。
石川
　
はじめにね、はじめにモチーフってこ いらな 考えな
くていい。
中島
　
先生の、あの、お書きになったものは、だいたいですね、小
説にしても随筆にしてもですね、ま、その、まあ私ども凡庸の、その、ところから言いますと、やはりちょっと、多少難しいと思うんですけどね。
石川
　
そうですかねえ。
中島
　
ええ。
石川
　
まあ小説なんてのは、これは易しくあるべきものだけど。だ
いたいね、建前としては易しいもんだな、これ。つまりこの、受け取る人が受け取りやすいって意味でね。受け取りにくいものではないはずですがね。まあ、難しいか易しいか、これはまあ ろいろ基準があって、そりゃ 一口 言えな けど、受け取りやすく表現するということは、やっぱり小説の場
ばやい
合ね、やっぱり
そういう風になりますね。
中島
　
ええ。
石川
　
しかし、 それでも受け取れないていうのは、 これはたぶんしょ
うがないですね。
中島
　
受け取れないほうが悪いですね。
石川
　
いえ悪いってものじゃない。それはまあ、しょうがないです
ね。しょうがないってことですね。何も人を咎めることではないんで。
中島
　
あのう、文章の長さから言うとですとね、わりにお長いほう
でしょう？
　
センテンスの長さが。
石川
　
わりあいにね、でしょう。わりあいに長いほう しょうね。
中島
　
そうでしょうね。あのう、最近のこう、テンポの速い、ええ、
社会でですね。あのう、最近の作家の方 どを拝見しますと、割
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に、あのう、センテンスが短くてですね、こう、てきぱきと運んでらっしゃるけど、先生のはその点は、こう なんてんですか、こう、割に、ねっちりと言うんですかね……。
石川
　
ねっちりってか、のろまって言うかね。
両人
　
ハハハハハ（大笑い） 。
石川
　
のろまの前にね、気が楽でいいです。
中島
　
そうですか。これはどういうんでしょうか、あのう、多少こ
う、体質的なものもあるんでしょうか。
石川
　
そうですね、 そりゃあまあ 医者な て言うけど ロンブロー
ゾみたいにね、言えばだけれども、自分でそれを意識はしてませんね。
中島
　
ああ。なんかあのう、わたしが聞いたところでは、あの割に
気の長い方が、センテンスが長くて、気の短い方はやはり短いんだという風なことを聞きましたけど、そういうことはないんでしょうか。
石川
　
そういうことはないでしょう、と思いますね。僕なんてずい
ぶん気が短いほうだから。
中島
　
あ、そうですか。
石川
　
だって 釣りなん している人だってみんな気が長そうだけ
ど、ずいぶん気短かの人もいるんだから 釣りする人のなかにはね。そりゃあ、そ なも あてになりませんよ。
中島
　
それで先生、あの、いかがですか。小説もお書きに るし
随筆もお書きになるし、それからまあ、評論、ある は戯曲、どれが一番、筆を執ってら て面白いですか。
石川
　
そうですね。何かってそれは、まあ、それはそのときの調子
でね。
中島
　
ああ。
石川
　
わり いに気楽に書けるものと、それから疲れるものとあり
ますからね。
中島
　
ええ。
石川
　
何って、それは大別できませんね。小説は小説で、随筆は随
筆っていう風にはね。
中島
　
うん。あのう、漢語をよくお使いになりますね。
石川
　
そうですかね。なるべく使わな よう してい つもりです
がね。
中島
　
ああそうですか。やあね、漢語というか、あの最近のいわゆ
る当用漢字に無いような難しい言葉が出て参りますね。
石川
　
いやあ、そりゃあ、当用漢字をこさえたからです 。当用漢
字なんてものを決めて、勝手に作っちゃったでしょ で、それ以外は、だから、易しい字でも難しくな んです 当用漢字があるから、みんな字 みんな っちゃったです 取り払やあいいですね、あれ。
中島
　
で、これはどうなんでしょうね、あの 例えば、ほらあ
の、一国の、そのまあ権力の しからしむるところによってでね、こういう風になったわけで、これにその、まあ、あの、反発するのも自由ですし、ま 、従うのも自由でしょうけど 義務教育がそれをやってましたですね。
石川
　
ありゃまあ、あのう、戦前に、あの、軍が満州取ったよ な
もんでね。義務教育取ったから 一応勝負はあったということに
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なりますね、義務教育の土俵じゃね。何も理屈も何も無いですよ。先に義務教育を取ったほうが勝ちで、新聞もみんなそうなるでしょうね。
　　
でまあ、勝負がついたように見えるけど、それはしかし、言葉
の問題は、そう簡単に勝負つかないからね。一応ついたんだってね、これから先はどうなるか、そりゃあ、日本語の歴史っていうことから言って、ど なるか、それはまだ何とも言えないですね。何とも言えない。
　　
しかしまあ、義務教育、だから新聞雑誌、取っちゃったから、
ええ、当分は続くでしょうね の勢力が。
中島
　
そうするとですね、例えばもう最近のですね、あのう、若い
人たちは、漱石のものを読むにし もです 、これ国語の教科書に載ってですね、先生が、そのう、いろいろ注釈を加えるくらいですから、あのう、かなり難解なも になってるわけですね。ですから、 石川先生のものも、 近い将来にそ いうことに んじゃないかと思うんですが。
石川
　
うん、難解になって、そりゃあ、消滅しても、そりゃあ、い
ずれみんな消滅するもんだから、そん こ ちっとも気にしちゃいませんよ、僕は。
中島
　
ああ、そうですか。ただ、あの、さっきもおっしゃったよう
に、こう、小説というものはですね、一般の人に その、分 り良くなければいけないというこ があると れば あのう、そういう点で、ええ、分かり いとか分かり くいとか言う前に ええ、仮名遣いであるとか、漢字であると そ なのが分からいというんじゃ、大衆に こう、その、だんだん、こう、離れて
ゆくんじゃないかという気がしますけど。
石川
　
ええ、そういうことも事実としてあり得ないことではないで
すね。しかしねえ、あの、新仮名じゃなく、旧仮名で書けば読めないというもんでもない。やっぱり読めますよ。子ども も読めるでしょう。読める子どもは読めますね。
　　
まあ、一応まあ、権力を以て押し切っちゃったから、あのう、
新仮名の問題はねえ、権力で勝ったと うこと、あれは あ、勝つ負けるって、権力を押さえれば誰だって勝つに決まっている。それだけのこ すね。それが、長い勝負 どうなるか、こりゃあ、先のことは、こりゃあ、ちょっと分からんですね。
　　
その権力ってものはだいたいお節介なもんでね、手を出したが
るもんだから、そりゃあ江戸の昔から権力ってものは ず ぶんいろんなことに手を出して けれども、じゃあ 大局から 歴史から見るとね、そんなことはなんだって ものですね。
　　
戦後、何年になりますか。ええ今年は、 ［昭和］三八年だから
……。
中島
　
一八年。
石川
　
一八年、たったね。たった一八年の間の変化ですよ。
中島
　
こんどは先生、芸術院会員におなりになったわけですね。
石川
　
となるわけですかね。まあ、あんまり面白い話じゃあないで
すよ、そんなことは。
中島
　
そうですか。
両人
　
ハハハハハ（大笑い） 。
中島
　
お入りになってお感じは うですか
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石川
　
まだ別に入ったってね、う～ん、まあ、役人みたいなことを
言えば、ええ、正式は発令がないんだから、だから入ったような実感がないですね。 ［正式には一九六四年一月一五日付で会員となるので、放送時はまだ内示の段階に留まっていたようだ。 ］
中島
　
ああ、そうですか。もちろん、こういうものは 期待しては
いらっしゃらなかったんですよね。
石川
　
別に、どうってことないですね、これ。
中島
　
いかがですかね、 のう、あんまり、あのう いろんな
をお書きになりませんけれど、ええ、これからは、そ う、まあ、こないだ戯曲［ 「おまへの敵はおまへだ」 （一九六一）のこと］もお書きになりましたけれど、主としてどういうものを？
石川
　
それがねえ、いやあ、抱負なんてのはあんまり、ないですね、
これ。ハハハ。まあ、そん時に、その
場ばやい
合
になってみないとね、
なかなかいかない、うまくいか いもんですよ。抱負なんてのも、これは僕には要ら もん な。
中島
　
ああ、そうですか。
石川
　
おっと、それはね、抱負みたいなことを一応しゃべれってば
しゃべれないことは いけど、それは実に、我 がら空疎雑駁なことになっちゃうな、抱負ってものは そういうものは要 ないですね、仕事には。仕事そのものですね。
中島
　
お見かけしたところ、たいへんお若くいらっしゃ ますね。
石川
　
見かけば りでなく。実質も。
中島
　
いやあ、それはどうも失礼しました。
両人
　
ハハハハハ（大笑い） 。
　
文字起こしに際して、言い直しを整理することはしなかった。すなわ
ち、石川はほぼ言い直し無しで、実に流暢な話しぶりである。かなり早口なので、文末など少々飲み込み気味になるところは時々あるが、この澱みなさには驚かされる。　
内容的にも、作品の難解さは石川淳につ て繰り返し言われることだ
が――本稿で取り上げる番組の中では、前項①「文壇よもやま話」の終わり近く、また後段⑤「鷹」の解説部分――、今回 そのこ について執拗なまでに問い尋ねるアナウンサーへの石川の応じ方は、持論の新カナ批判に留 らず、なか か興味深い。③
 作家と作品

石川淳インタビュー、対談（奥野健男・大江健三郎） 、
自作朗読（石川淳「紫苑物語」 ）
1965/07/03　
22 ：
15 （
39 ：
50 ）　
F
M
　
ラジオ番組「 」は、アーカイブスでの検索によれば、
一九六五～六七年に放送された番組で、テーマとなる作家へのインタヴュー、作家自身による自作朗読、作家についての対談の三部構成を定型とする四〇分から四五分程度の番組だったようだ。　
石川淳以外に取り上げられた作家は、谷崎潤一郎（自作朗読「細雪」 ）
三島由紀夫（自作朗読「サーカス」 ） 、 吉屋信子（自作朗読「ある女人像」から「若狭の登美子」 ） 、武者小路実篤（自作朗読「愚者の夢」 ら「第八十回の誕生日に」 ） 、大江健三郎、室生犀星、里見弴（自作朗読、随筆集「朝夕」から「夢みし雪」 ） 、円地文子（自作朗読「女坂」か ） 、尾崎一雄（自作朗読「虫も木も」 ） 、武田泰淳（自作朗読「丈夫 女房はあ
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りがたい」 ） 、野上弥生子（自作朗読「鬼女山房記」から「浅間山」 ） 、小島政二郎（自作朗読「下谷生れ」 ） 、曽野綾子（自作朗読「砂糖菓子が壊れる時」 ） 、北杜夫で、中堅以上の作家から老大家まで幅広いラインナップであ 。　
さて、石川淳の回は、まず、中里欣一アナウンサーによる一三分程度
のインタヴューがあ 、続 て、奥野健男と大江健三郎とが二人で石川淳文学の魅力について語る二〇分程度の対談が挟まり、最後に石川淳が自作「紫苑物語」全一二章中のクライマックスと言って良い「十一」を朗読する。　
まず、石川へのインタヴューの部分については 青柳達雄がほぼ全文
を文字起こししており
（８）
、その作業を踏まえて、 《一般向けのインタビュー
のためか、 それほど目新しい内容は見当らないようである。 》 （二四一頁）と述べているが、稿者など、おしまい近くの《日本なんて国はもう、あんまり亡国と うことがないでしょう、国が亡びたってい ネ、そういう体験といっちゃおかしい 、そういうことがないですからネ やっぱりそこがアノ中国なん 何度も国が亡びてるでしょう、国が亡び かと思うと、また亡びなかったりネ ああいう歴史的経験があ から、日本じゃこの間の負けいくさがはじめてみたいなもんでネ、もう二 三度亡びないとはっきりしな でしょうネ。 》 （同）と 発言など、青柳の言う通り《そっけない応答ぶり》 （同）だけにかえっ 興味深く 武田泰淳「滅亡について」 （ 『花』一九四八・四）を連想した 、 のちに石川 「天馬賦」 （ 『海』一九六九・七～九）の登場人物・大岳老人に《運動はやむときを知らないのだから、今後もなほつづく。まあ千年戦争だら な
（９）
。 》
と発言させることなどを思い合わせたりで、石川 世界観のスケールついて考え られた。
　
次に奥野と大江の対談。
　
石川の「焼跡のイエス」 （ 『新潮』一九四六・一〇）を始めとする敗戦
直後の作品たちを発表と同時に読み、大きな影響を受けたという奥野（一九二六年生まれ）と、敗戦後五年ぐらい経ってから読み始め、石原慎太郎の描く戦後青年より石川淳が描く戦後青年のほうが魅力的だったという大江（一九三五年生まれ） が、評論やエッセイも視野に入れつつ石川淳の文業のすばらしさについて多面的 語っている。大江が、日本人が書いたエッセイとして最上のものとする加藤周一の評価を紹介したり、知り合 のフランス人が石川のフランス語の正確さに感嘆していたことなどにも触れていたり、奥野が、リアリズムから出発しそれを越えてゆく「荒魂」 （ 『新潮』一九六 ・一～一九六四・五）の構成がしっかりしていることを引き合 に出して、構成の難を言う評価に対して反駁していたりと、一九六〇年代半ばにおける石川評価についての貴重な資料ともなっており 文字起こしさ ることが期待される対談となっている。　
最後の、自作朗読。選ばれた作品が、代表作の一つに数えられる「紫
苑物語」 （ 『中央公論』一九五六・七）であ も含め、貴重な資料である。④文芸劇場「鷹」
　
1972/05/13　
09 ：
05　（
55 ：
25 ）　
ラ一
⑤ラジオ名作劇場「鷹
　
1984/09/23　
不詳
　（
69 ：
50 ）　
ラ二
　
石川淳「鷹」 （ 『群像』一九五三・三）がラジオドラマ化されたもので
あるが、コンテンツにアクセスできたのは、一九八四年放送の⑤のほうであった。ドラマ本篇に先立って女性アナウンサー（ハシモト・ジュン
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コ）と男性の解説者（イワサ・タツマ）による五分程度の解説があり、 「現在、文壇の長老」たる石川淳の略歴と「鷹」の時代背景や、作品の簡単な特徴などが述べられる。五〇分弱ほどの長さのドラマ本篇が終わったあと、再び先ほど 二人によ 、こんどは一五分程度 解説が付く。一九七二年のよりも番組が長くなっているのは解説部分が拡充された結果のようだ。　
脚本は高橋辰雄、音楽は湯浅穰二、演出は竹内日出男。
　
声優は、語り手が小池朝雄、国助が入江洋介、少女が神保共子、Ｋが
菅野忠彦、Ｅが木村幌、巡査が前沢迪雄、看守Ａが石黒正男、看守Ｂが木村一。　
幸いに台本が放送博物館の図書・資料ライブラリーの書庫に所蔵され
ており、閲覧することができた
）（1
（
。音響効果を担当した大和定次
）（（
（
の寄贈に
よるもので 台本本編への音響効果に関わるさまざまな書き込み 興味深いのは ちろんだが、扉の頁に、作品理解に関わる書き込みが青ボールペンおよび鉛筆でびっしりなされており、その内容 、ラジオドラマ本編のあとの解説の内容と重なるところも多いので 「難解な」作品である「鷹」の読み合わせに先立って、レクチャーのよう も があったのだろう。　
ドラマの内容は、基本的に原作小説に大変忠実と言え、作品の印象が
大きく変わる改変はほとんど無いと言って良い　
そんな中で比較的大きな改変と言えるのは、原作が《ここに切りひら
かれたゆたかな水のながれ 、これは運河 呼ぶべきだらう。 》 （ 『石川淳全集
　
第四巻』筑摩書房、 一九八九、 三五九頁）という文言から始まり、
国助が運河の脇のたばこ工場を初めて訪れる場面を冒頭に置 ているころを、ドラマでは、食堂にいた国助にＫがいきなり、 《仕事が いの
か……》と話しかけるところから始めている点である。　
原作では、初めて工場を訪れた国助が、配達すべきたばこを渡される
ところまで語られたあと、 《国助がこの奇妙な家［たばこ工場］のことを知つたのは、ゆうべであつた。ゆうべも、晩めしの一刻はいつも行きつけの巷の古ぼけた食堂にゐた。 》 （三六二 三六三頁）と時間が後戻りして、国助が《レッドパーヂ かいふことで》 （三六 頁）専売公社をクビになったこ など、彼の現在の境遇が語られた上で、Ｋから突然仕事を持ちかけられる場面、ドラマでは劈頭に置かれた場面が来る。　
小説では重要な舞台となるたばこ工場の描写から初めて読者を作品世
界に誘い込もうとするのに対して、聴覚メディアを介したラジオドラマでは、会話・発言が中心とならざるを得ない以上、ナレーション等で工場のありようを描写するよりも、Ｋ 失業中の国助にいきなり仕事を持ちかけるという発言、すなわち国助 物語のその後 展開に巻き込む発端となる発言、から始めるほ が、メディア 性質上 より効果的、より説得的であろう。　
他には、末尾近くで《鷹だ。鷹だ。女が鷹になった。 》と国助に叫ば
せている。原作では、 塀の上を仰ぎ見る国助の視野 出現する
vision （幻
影）とも取れる少女
=
鷹の姿が、一切の発話・発言抜きで「描写」さ
れている ころであるが、ラジオドラマでそこ すべてナレーションで済ませ はさすがに味気ないものとなるだろうから、このよう 工夫はごく当然と言えようか。　
聴覚メディアとして音響効果 さまざま工夫されており、例えば、原
作で国助がバスで移動するところが、ドラマでは電車になって、ガタンゴトンという電車の音が付けられているところも、バスよりも移動感が伝わりやすいものとなっていると言えそうだし、何よりも 最末尾、原
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作でもドラマでも、運河に飛び込んだ国助の《手のさきがあざやかに水を切つた。 》 （四一五頁）となるが、ドラマでは音響効果で、手が水を切る音、それがやがて遠ざかりフェイドアウトしてゆく形になっているのは、脱出の成功 印象付けられ、効果的である。 「台本」には《ＳＥ
　
ひとかき、ふたかき、手が水をかいて遠く遠く泳ぎ去つて行く》と記されているが 聴覚メディアを介して作品の幕切れが立体化 た印象であった。　
ドラマのあとの解説部分は次のように始まる。
ハシモト
　
イワサさん、これはずいぶん難しい作品ですね。わたく
し聴いていて、ほんとに分からないことがたくさんあるんですね。まあ、だからその 時代背景と ね、石川淳さんの、その、思想みたいなものが、こういうものが、その よく分かっていればはあという風によく理解できるのかなとか思ったりもしたんですけれど、まあ、そういうものをさておいて ＳＦ風にね、あの、解釈していいとなると、これはまた気軽に聴けるんですよね。
イワサ
　
そうですね。だからあの、ＳＦ風に解釈していいんですけ
れど、やはり、ＳＦよりもも ちょっと何か、あの、作者の思想とか哲学とかね、そういった のが、 んかあ 底に流れ いるという感じです 。
　
自然主義的なリアリズムに基づかない石川淳の作品ゆえ、まず作品世
界への接し方について言葉が費やされるところから解説が始まっている。
⑥近代の文学（ＮＨＫラジオセミナー） 「普賢」 （１）　
1985/01/21　
21 ：
00 （
45 ：
45 ）　
ラ二
⑦近代の文学（ＮＨＫラジオセミナー） 「普賢」 （２）　
1985/01/28　
21 ：
00 （
45 ：
35 ）　
ラ二
⑧近代の文学（ＮＨＫラジオセミナー） 「紫苑物語」　
1986/01/27　
21 ：
00 （
44 ：
57 ）　
ラ二
　
同じシリーズなので、まとめて取り上げるが、いずれも野口武彦が講
師で、作品本文の朗読（ 「普賢」は声優の篠原大作、 「紫苑物語」は和田敦アナウンサーが担当）を挟みながら、作品 読み方について野口が解説している。　
三〇年ほど前の番組だが、聴覚だけに頼ったラジオ放送で、一回が
四五分、リスナーの集中力も問われる聴き応え ある番組である。　　　
三
　
石川淳に関わるテレビ番組
⑨ＥＴＶ８
　
作家が読むこの一冊（１）
　
野坂昭如「黄金傅説」 （石川淳 ・ 著）
　
1987/12/21　
20 ：
00 （
45 ：
00 ）　
教育
　
朗読番組である。アーカイブス検索により示される番組に関する「基
本情報」の中の「要約」に、
それぞれの作家には、文学を志したときから文学の原点となったり、刺激を与え続けてきたりした作品や著者がある。第一日は、現代文学の巨匠、石川淳氏が昭和二一年に書いた短篇小説、戦災まもない
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横浜の焼け跡が舞台になっている「黄金伝説」を作家・野坂昭如氏が朗読し、作品への思い、自らの文学体験を語る
）（1
（
。
とあるが、この短篇小説「黄金伝説」 （ 『中央公論』一九四六・三）の作品全文が五分割され、合間あいまに野坂が作品との出会いや評価、魅力を語る部分およびナレーターが作者・石川を紹介し（映像は石川淳が暮らしたことのある本郷菊富士ホテル跡に建立された碑文とその近辺の菊坂、炭団坂、妙本寺坂などいくつかの坂を映し出す） 、またＧＨＱの検閲に引っかかって単行本『黄金伝説』から表題作が外された《曰わく付きの作品》であることに触れたりする部分が挟まるという形を取っている（静止画像（キャプチャー映像）①～③） 。　
朗読の合間の解説部分で、野坂は、小説を書く前にラジオやテレビの
世界で生きていた自分にとって活字 世界は憧れ 世界で、中でも石川淳や金子光晴や高橋新吉が輝いたアイドル的存在で、自 は《石川教の信者》みたいなところがあったこ 、 「黄金伝説」 敗戦直後の時代の特徴を、 克明に描くのとは違う形で、 一見 り めがないような形 女、帽子、時計といった当時 風俗を反映したものを活用しながら、ぐっと掴み出して古びな 作品となっ ることなどを力説してい 。　
シリーズの全貌を確認しておくと、 「黄金伝 」の翌日の放送では、
河野多恵子が三浦哲郎の短篇「金色の朝」 （ 集『野』に収録）を取り上げ、その翌日の放送では、立松和平が金子光晴の「マレー蘭印紀行」を取 ている。　
半年あまり後の、一九八八年七月五日からまた三夜続けて放送があり
今度は、 筒井康隆が横光利一 「機械」を、 大庭みな子 与謝野晶子「私の生い立ち」を、 長部日出雄が太宰治「お伽草紙」収録 「カチカチ山」
を取り上げている。　「黄金伝説」や「金色の朝」はかなり短い作品なので朗読に中略はないが、 長さとの関係から必ずしも全文通読とは限らず、 またいわゆる「差別語」というこ だろうが《中略》との断りで飛ばされた箇所もあった
（ 「機械」など） 。　
プロのアナウンサーでもナレーターでもない作家が朗読する番組であ
り、必ずしも「上手な」朗読が聴けるわけではないが、その作家が愛読する作品を自ら朗読してみせるというスタイルに 独特の迫力、説得力がある
）（1
（
。 石川の愛読者であるのみならず、 後期の石川淳との交流も深かっ
た野坂昭如の声によって一種独特の命を吹き込まれた「黄金伝説」――、これを、ある意味で石川＝野坂合作の朗読作品と見 ことも許されようか。　
このシリーズ全体の第一回となる、 「黄金伝説」の放送が一九八七年
一二月二一日だった 、そ 八日後の一二月二九日に石川淳は亡くなり、まもなく次のような番組 制作されることになる。⑩ＥＴＶ８
　
文化ジャーナル
　
さようなら石川淳さん、ほか
　
1988/01/22　
20 ：
00 （
45 ：
00 ）　
教育
　
番組中の最初のトピックとして、 一四分弱の「さようなら石川淳さん」
が組まれているが、これは放送日当日（昼）に一行院千日谷会堂（新宿区南元町）で催された「石川淳と別れる会」を取り上げたも 。弔辞を述べる中村真一郎・加藤周一・安部公房・丸谷才一・武満徹の姿を中心に、会場の様子を伝えている。　
この日のこの番組で取り上げられた他のトピックは、 「脚光あびる
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グルジア映画」 「急がれるガンダーラ遺跡の保存」 「タンチョウヅルのサンクチュアリー完成―北海道・鶴居村」の三つであった。⑪ＥＴＶ８
　
時代の中の文学賞―芥川賞・直木賞１００回目
　
1989/01/17　
20 ：
00 （
45 ：
00 ）　
教育
　
アーカイブスの検索により示される「基本情報」の「要約」欄に《一二
日、一〇〇回目の芥川賞と直木賞の受賞者が決まった。菊池寛が両賞を制定したのは一九三五年（昭和一〇年） 。第一回の受賞者、石川達三、川口松太郎にはじまり、石川淳、井伏鱒二らを経て、戦後の第三の新人たちへと、両賞は昭和の文学史を作ってきた。時代とともに変化する文学賞の意味を 賞を出す側、選ぶ人、受ける作家 三つの立場の人々へのインタビューで構成す
る
）（1
（
。 》と書かれている通りの番組である。石川
淳の名前が出ているが、番組冒頭で歴代 受賞者の顔写真一覧が映し出される際に石川の顔もアップとなるだけで 主題的に取り上げ れてはいない。⑫趣味百科
　
俳句―句会について
　
1990/04/05　
21 ：
30 （
29 ：
30 ）　
教育
　
講師は石原八束である。句会がどうあるべきかという話の中で、やや
唐突の感もあるが、江戸の文化をそ まま引き継い 俳句に残しているタイプと、正岡子規・高浜虚子ら四国 方々 東京に来て広め 俳句との二つに大別できるということを言い、前者 代表作 一つとして久保田万太郎の、
　　
湯豆腐やいのちのはてのうすあかり
を挙げ、 続いて、 《え、 それからやはり文士なんですけれど、 これも江戸っ子の石川淳》の句として、　　
秋風の袂にのこる道のはて
）（1
（
を紹介し（キャプチャー映像④） 、 《こういう道のはてとか、いのちのはてっていうところに、こういう文士の なんかこの、も の見えたところが詠われていて、感銘深い句だと思います。 》と言 。　
ちなみに、大別されたうちの後者については、虚子の《桐一葉日当り
ながら落ちにけり》が紹介されている。　
知られるように石原八束（一九一九～一九九八）は、はじめ飯田蛇笏
に師事、戦後、三好達治に師事する。石川淳と三好達治とは親し ったことから、石原と石川の距離も近かったはずである。おそらくそのようなことが背景となって 石川のあまり知られているとは言えな が、久保田万太郎の有名過ぎるほど有名な句と並べて挙げられることとなった。　
知名度はともかく、石原の石川の句に対する評価が高かったことは、
石原『俳句の作り方』 （明治書院（作法叢書） 、一九七〇、改訂版一九七六）の中の「Ⅷ
　
名作抄二百句」でも宗因、西鶴から始まって明
治以降、 同時代の作品までを紹介する中で、 この句を石川のもう一句《あまつさへ潮の香さそふ無月かな
）（1
（
》と並べて紹介していること（一三五頁、
改訂版一四九頁）からも分かる。石原は、石川淳の句業を受け止め
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た数少ない一人であった。⑬朗読紀行
　
にっぽんの名作
　
石川淳「焼跡のイエス」
　
2001/01/29　
23 ：
20 （
49 ：
50 ）　
ＢＳｈｉ
　「基本情報」の「要約」には、
日本文学の名作を、現代の俳優が現代の風景の中で、現代を代表する演出家の演出によって朗読する番組。一九九九年［二〇〇〇年では？］の放送以来、三回目［二回目では？］を迎える今シリーズ第二夜［第一夜では？］の『焼跡のイエス』 、昭和二一年に発表され、石川淳晩年の最高傑作といわれている。人間の魂 原型を描いた、孤高の文人の作品を朗読するのは俳優の西島秀俊 演出は、映画「ユリイカ」でカンヌ映画祭国際批評家連盟賞を受賞した映画監督、青山真治。原作
　
石川淳
　
朗読
　
西島秀俊
）（1
（
とある。一応、朗読番組と分類できようが、以前の「作家が読むこの一冊」のような、スタジオの中で椅子などに腰を下ろした出演者 おとなしく朗読するという イルとは大きく異なっている。右の「要約」の始めのところに《現代の風景の中で［略］朗読する》とあるように、今日の風景 中に朗読者が立ち、さらに作 世界における語り手
=
主人
公を演じながら朗読するところが極めて独特 ある。　
さて、 《現代の風景の中で》とあるが、 「焼跡のイエス」 （ 『新潮』
一九四六・一〇）はどんな《現代の風景の中》に置かれたのか。映像から判断する限り、ロケはざっと数えて五つの場所で行なわれたようだ。周囲を睥睨 かのような高いビルの屋上（上野？） 、かなり敷地が広そうな廃工場（静止画⑥⑩⑪⑮な ） 、回廊のある白いコンクリートの廃病院のような建物（静止画⑦、以下、廃病院と記す） 、上野公園（東照宮ほか） 、荒川下流の河川敷に繋がる傾斜地、の五つである。　
高いビルの屋上で兵隊めいた服装の西島秀俊が航空兵のゴーグルを付
けた姿で登場し、まるでこの下で近過去 起こったことと見定めるかように街を見下ろす。そのあと、敗戦直前から敗戦後にかけて ニュース映像がさまざま映し出され 「浮浪児狩り」 ニュース映像のあ 、物語的部分 始まる。　
原作では上野広小路近くの闇市と 野公園で起こったことが、映像で
は廃工場と廃病院を舞台に描かれる 一応 内に、葭簀張りの屋台店のようなものが作られており（静止画⑥ おむすびがあり、魚らしきものが七輪で焼かれていたりす など、ある程度の再現は行なわれているが、 廃工場、 廃病院であることは全く隠されてお ず、 いずれも「廃」であるところに敗戦直後 焼跡の荒廃ぶ と対応させているか ように感じられ など、緻密な再現よりも象徴的という印象が強い。この象徴的な舞台装置の味わいは、コンクリート打ちっ放しが格好良いとい 意味での格好良さに近いと言えるかもしれない。　
後半になると、時折、十字架を背負った男が画面を横切ったり（静止
画⑧⑨） 、イエス・キリストのイコン像が映し出されたりもす （静止画⑪⑭）が、深刻と言うよりは一種チープ 印象が強い。このチープさは、始めの方でコピー機から作品名「焼跡 イエス」 写った紙が次々と何枚も出て来る場面（静止画⑤）などに 感じられる。挿入音楽につ
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いても、最初は比較的クラシカルな映画音楽風のものだったのが後半特に激しいノイズ系のものになったりと、重厚ないわゆる「文芸的」なものよりも、もっとポップなあるいはもっ 「尖った」映像作品たることを目指したかのように感じられる。　
少年が女の足をたらいの水で洗い、それを見ていた朗読者（語り手）
までが女の足をなでるように洗い、腿 あたりに口を付けると うややエロティックな場面があ が、原作で 、女と少年の身体が接触したタイミングで、たまたま近くを通りかかった語り手（わたし）も接触してしまったという形で、も のはずみで起こ とっさの出来事として描かれていた場面であり、極めて対照的である。映像表現であることから、そのような視覚に訴えるエロティックな場面作りへと変更が生じた だろうか。ここには、原作 ちらっと触れられて ただけのこと 、映像化とい 条件の中で、拡大・強調され 例が見出せる。　
少年に語り手が追いかけられるところは原作に忠実に上野公園 撮影
されているが、 しかしそれ 少年がいよいよ迫って来るところまで （静止画⑫） 、その後、少年に組み付かれたところは、堤防から河川敷 つながる草の生えた傾斜地を朗読者（語り手）のみ 転がり落ちてゆくという形でスロー映像を組み込みながら描き出されて る（静止画⑬） 。このよ に肝腎の組み付かれる場面――原作ではこの時に少年がイエスであり、キリストであること 語り手に気付かせているいわばクライマックスの場面であ ――に少年を登場させないと う演出方法からも、ベタな写実的な再現は全く意図されておらず、一種の象徴化が目論まれていたと感じずには られない。　
アーカイブスを検索してみるとこのシリーズ「朗読紀行
　
にっぽんの
名作」のタイトルとして、 「焼跡のイエス」も含め、以下二〇件が確認
される。
2000/02/21 （ＢＳｈｉ放送日
）（1
（
）太宰治「斜陽」
　
堀川とんこう（演出）
田中裕子（出演
=
朗読）
2000/02/22
山口瞳「江分利満氏の優雅な生活」
　
市川準
　
平田満
2000/02/23
三浦哲郎「忍ぶ川」
　
大林宣彦
　
三浦友和
2001/01/29
石川淳「焼跡のイエス
　
青山真治

西島秀俊
2001/02/04
三島由紀夫 潮騒」
　
石橋冠
　
中井貴一
2001/02/04
森敦「月山」
　
相米慎二
　
柄本明
2001/02/04
坂口安吾 桜の森の満開の下」
　
長崎俊一
　
川原亜矢子
2002/01/28
松本清張「張込み」
　
平山秀幸
　
長塚京三
2002/01/30
林芙美子「浮雲」
　
堀川とんこう
　
名取裕子
2003/01/27
吉田満「戦艦大和ノ最期」

　
根岸吉太郎
　
村上淳
2003/01/28
井上靖「猟銃」
　
行定勲
　
大竹しのぶ
2003/01/29
宮沢賢治「風の又三郎」
　
黒沢清
　
小泉今日子
2003/01/30
檀一雄「火宅の人」
　
河瀬直美
　
うじきつよし
2003/02/03
永井荷風「濹東綺譚」
　
中田秀夫
　
麻生祐未
2003/02/04
宇野千代「おはん」
　
松岡錠司
　
豊川悦司
2003/07/11
井上ひさし「モッキンポット師の後始末」
　
崔洋一
　
小
澤征悦
2003/07/18
織田作之助「夫婦善哉」
　
井筒和幸

藤山直美
2003/07/25
司馬遼太郎「燃えよ剣」
　
源孝志
　
堤真一
2003/08/01
夏目漱石「夢十夜」
　
石井聰亙
　
若尾文子
2003/09/26
吉本ばなな「とかげ」
　
塚本晋也
　
りょう
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先ほど、 「焼跡のイエス」について、原作の忠実な再現を目指さない
象徴化ということを言ったが、演出は作品ごとにさまざまである（すべてを網羅的に視聴したわけではないが） 。坂口安吾「桜の森の満開の下」も、比較的象徴化が施されていると感じられたが、永井荷風「濹東綺譚」などは 時代考証的な面も含め、舞台装置が相当綿密に作り込まれている印象であった。そのようにほぼ一般的な意味でのドラマ化・映画化に近い分だけ、主人公が原作の言葉を朗読していることへの違和感が、 「焼跡のイエス」の場合よりずっと強かった。　
だが、この作品世界を再現しつつ朗読するというスタイルの独特さに
ついては次章でじっくり考えることにしよう。⑭週刊ブックレビュー
　
2009/07/18　
08 ：
30 （
54 ：
00 ）　
ＢＳ２
　「週刊ブックレビュー」は一九九一年四月から二〇一二年三月まで放送されていた書評番組で、基本的に、ゲスト書評者三名が三冊ずつおすすめの本を紹介し、うち一冊については他の書評者らと合評する「おすすめの一冊」 、特定の作家・執筆者をゲストに迎えて新作・話題 ついてインタヴューしたり、本や出版にまつわる話題を取り上げ りする
「特集」 、ジャンル別売れ筋作品を紹介する「ベストセラーレビュー」からなる。　
当該放送は、八四六回目を数え、司会は藤沢周、アシスタントが谷口
真衣である（静止画⑰） 。　「基本情報」の「要約」には、 《８４６号▽おすすめの一冊：逢坂剛おすすめ、佐野洋著「ミステリーと 半世紀」 、青木奈緒おすすめ、出久根達郎著「御留山騒乱」 、縄田一男おすすめ、石牟礼道子著「石牟礼道
子
　
詩文コレクション１
　
猫」▽特集：島田雅彦、長編小説「徒然王子」
を語る。 》とあるだけで、石川淳の名前も作品名も出てこないが、逢坂剛のおすすめの中の合評対象ではない一冊として石川の著書が入っている。　
ゲスト三名のおすすめの書籍を一通り記しておく。
逢坂剛
　
志水辰夫『ラストラン』 、石川淳『普賢・佳人』 、佐野洋『ミ
ステリーとの半世紀』 （合評）青木奈緖
　
川口松太郎『人情馬鹿物語』 、赤木明登・著、小泉佳春・
写真『美しいこと』 、出久根達郎『御留山騒乱』 （合評）縄田一男
　
佐々木譲・著、宇野亜喜良・絵『幻影シネマ館』 、宮本
昌孝『海王（上・下） 』 、石牟礼道子著 石牟礼道子詩文コレクション１―猫』 （合評）
　
石川の著書が取り上げられた部分を文字起こししておこう（静止画⑱
⑲） 。
藤沢
　
それでは二冊目はどちらでございますか。
逢坂
　
二冊目は石川淳の『普賢・佳人』 、この二つ入った短篇集で
す
）（1
（
。
　　
石川淳はですね、わたしが、もう、高校生の頃から、なんだか
知らんけど、のめりこんだ小説、作家なんですね。で、この人好きになるとですね、ええ、石川教の信者みたいになっちゃうんですよ。で、これまあ 独特の文章のね、リズムがあったりしてすごく日本語を自家薬籠中にしているという意味では、すごい作家だと思います。私は、もう、この人こそノーベル賞を取 てほ
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しかったと思っております。
　
ミステリや時代小説、冒険小説を本領とする逢坂と石川の取り合わせ
は意外だと思われるかもしれないが、 逢坂には「石川教の裔」 （ 『すばる』一九八八・四臨時増刊〈石川淳追悼記念号〉 ）といった石川に触れた文章もあり、その中で《言葉のもっとも厳密な意味において、 「文学」というものを想起するとき、まずわたしの頭に思い浮かぶのは石川淳の存在であった。 》と述べている（三四六頁） 。番組での発言中 あった《石川教の信者》という言い回しは、先に見た「作家が読むこ 一冊」で野坂昭如（一九三〇年生まれ）が用 ていた を踏まえたものであることは右のエッセイに、野坂の言葉について それはまさにわ し自身の、というより多くの石川文学ファンの気持を代弁するものであっ と思う》とあることから分かる。同エッセイに、高校時代、最初に読んだ石川の作品が「普賢」だったとも書かれており、逢坂（一九四三年生 れ）は自らの初体験を踏まえて、数ある石川 作品の中から特に『普賢・佳人』を選んだ であろ 。　　　
四
　
文字言語と聴覚メディア・視聴覚メディア
　
先に「一」で、石川淳およびその作品に関わる一四件について、ラジ
オ番組（①～⑧）かテレビ番組（⑨～⑭）か、また、作家・石川淳そ人が出演した番組（①～③）か、石川淳その人 消息と関わる番組（⑩と⑪）か、それとも石川淳の作品に関わる番組（④～⑨、⑫～⑭） 、とメディアの種類と内容的な種類で整理してみた。 れは、実際に残されている番組がどのようなものであったかの概要を掴むための便宜的な
整理であったが、 「二」 「三」とひと通り詳しく見てみた後では、また別の整理の仕方もありそうである。　
具体的には、石川および石川作品について知識・情報・見識を提供す
るタイプ 番組と、石川作品を別メディアに脚色するタイプの番組と、という二分法である。後者に該当するのは④
=
⑤「鷹」と⑬「焼跡の
イエス」の つということになる。　
そして今回の研究テーマの中心にあった〈文字言語が映像（視聴覚言
語）の中に置き換えられ、 種の越境を果たしたときに、どのように変質するか、またどのように新たな価値を付与され か〉という稿者の関心とも最も強く関わる がこの「鷹」 「焼跡のイエス」を脚色した番組ということになる。　
④
=
⑤「鷹」は原作の会話部分のみならず地の文もナレーションと
して活用し、原作の言葉をかなり忠実に生かし 上で 音響効 なども加えて、ラジオドラマとして完成度の高いもの 仕上がっていた。　
他方、⑬「焼跡のイエス」は、前章で内容を見た際にも触れたが、原
作の忠実な再現というよりは象徴的 再現と言うべきも あり、文芸的というよりももっ ポップな（あるいはパンクな）ものが目指されているという印象の仕上がりであった。　「鷹」について、出発点も目標地点もやはり作品（文字テクスト）だと言い得るとすれば、 「焼跡のイエス」で 、作品（文字テクスト）があくまでも出発点に過ぎず、すなわちある意味できっかけに過ぎ とも言い得るのではないか。これはラジオドラマ（聴覚作品 とテレビ番組（視聴覚作品）とのモードの違い、文学およびラジオ・テレビ いうメディアの両分野におけ 作ら た時代 違いなどさまざま関わっ いることだろうが、 「焼跡のイエス」につ ては、演出の青山真治 センス
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方法論に関わる部分も大きそうだし、演出者に与えられたと思しいフリーハンドの大きさも重要だったろう。　
先に、 「鷹」と並べて、石川作品を別メディアに脚色するタイプの番
組と分類したが、 ただし、 「焼跡のイエス」が〈朗読〉番組という面を持っていることも忘れてはならないだろう。作品世界の映像化はもちろんなされ のだが、主人公が、主人公であると同時に作品本文の朗読者なのである。これは何とも面白いと言えば面白いし、不思議と言えば不思議 作り方である。今回の調査で接したコンテンツ ち、印象が最も強烈だったのがこの番組であった。それは、何よりもまず映像 強度その のから発しているが、ドラマ化され がら朗読もされるこの不思議なハイブリッドな作品は一体何なのだろうか、 簡単に答えの出そうにない問いが突き付けられたからでもあった。　
おそらくラジオやテレビにおける〈朗読〉番組の歴史の厚みと関わっ
ているのではないかという推測が成り立ちそうだが、そのジャンルとして確立していた朗読番組に実験的 要素を加えたも とい ことにだろうか。実験的。実験。ならば、一体どのような実験なのだろうか？　
同じシリーズの別の回に関するデータを確認してみると、 「斜陽」に
ついての「基本情報」 「要約」欄には《文学 品をそ まま朗読するという新しい試みの「朗読ドラマ」 一切 過剰 説明 廃し 言葉の魅力、言葉の力それ自体をテレビの映像で表現する。 》と り、 「夫婦善哉」についての「基本情報」の「内容」欄には、 《 〝に ぽんの名作〟〝名作〟に〝何も足さない、只読む〟というシンプルな構成の中で映像と言葉を鮮やかに、どっ りと表現した番組。 》とある。 一切 過剰な説明を廃し》 、ある は《 〝何も足さな 、只読む〟 》といった文言から、企画段階での狙いとしては、あくまで 朗読番組と う枠組みを重視し、
余計な付加は目指さないというということなのだろうと理解されるが、実際に視聴してみての印象は、 《何も足さない》どころではない。　
この違和感をもう少し掘り下げるために、ここで少し〈朗読〉という
ことについて振り返っておきたい。　
近代に入って読書に際して音読から黙読へというモードの移行があっ
たことについては、前田愛「音読から黙読へ―近代読者の成立
）11
（
」などが
既に明らか して来たことであり、文字媒体・活字媒体への接し方の大きなトレンドとしてはその通りだろう。石川淳自身も自身の文章観、小説観に基づき、 《文章はかならず黙つて眼で読まれるべきものだとといふ単純な約束
）1（
（
》と黙読を最重要視し、大前提とする考えを示している。
だが、そん 中、ラジオ放送の開始（一九二五年）の後、聴覚メディアの普及の中で朗読番組が登場することに る。一九三六年にＮＨＫの和田信賢アナウンサーが「ラジオ小説」 題した番組で夏目漱 「三四郎」を朗読したのが、文学作品の朗読番組 嚆矢と言われており、これについては和田信賢自身が「文学作品 の問題」 （ 『放送』一九三五・五）で《放送 芸以前》における 学者の芸術的意図の伝達享受》に 歴史的、原理的考察も含みつつ詳細な報告を提出しているが、例えば、
この年 ［一九三六年］ にＮＨＫのアナウンサー和田信賢が初めて 「ラジオ小説」の解説的朗読を行なった。この「ラジオ小説」は原作が夏目漱石の『三四郎』であった。脚色は小林勝、演出が山本嘉次郎、出演者は汐見洋、小杉義男、北澤彪（三四郎役） 、長岡輝子、語り手が和田信賢という陣容である。これからも分かるとおり、 この 「ラジオ小説」はかなり本格的な試みであった。 （東百道『朗読の理論
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―感動をつくる朗読をめざして』 （木鶏社、二〇〇八、
 二九頁）
という風に紹介されている通りである
）11
（
。ただし、作品原文をそのまま朗
読するのではなく、 「脚色」 （整理・再構成）が行なわれていたようだ。　
他方また、学校教育の現場では、かつての寺子屋における「読書百遍
意自ずから通ず」式の漢文の素読以来の音読重視が敗戦まで続いており、敗戦後、黙読重視に転換した後も、小学校 低学年から段階的に音読から黙読へと切り換えてゆくという指導方針は今日に至るまで踏襲されている
）11
（
。
　
朗読番組も啓蒙的な教養番組の系統に属しているとすれば、このよう
な教育現場のあり方とも無関係ではあるまい。教育現場で文章を理解させるために音読させ、理解した文章を伝えさせるために（表現させる）ために朗読させることと ラジオやテレビ おいて（視）聴者に文学作品を理解させるためにアナウンサーや作家が朗読して聞かせることが、並行して続いて来たと言え のではなかろうか。　
このように啓蒙性という点で、教育現場ともシンクロしながら、ラジ
オ（そしてのちにはテレビ）が〈朗読番組〉を重要なジャンル て育んできたとすれば、その〈 番組〉というジャンルに枠内にぎりぎり収まりつつ、教養番組のヴァラエティ番組化 いう周知の通りのトレンドの中で《新しい手法》 実験的な試み 登 する文脈も理解できそうである。　
あくまでも朗読番組であって、文学作品のドラマ化 はないのだ、と。
　
ただ、演出者の理解はどうであったか。写実的か象徴的かを問わず、
作品世界を一定レベルで再現していることは否定でき い。とすれば《一切の過剰な説明を廃し》 、 あるいは《 〝何も足さない、 只読む〟 》といっ
た文言は、決して〈朗読〉を手放さない、決して作品本文を別のものに置き換えないという意味で理解すべきなのだろう。ならば、楽しむべきは、作品テクストに帰ってゆこうと るヴェクトルと作品テクストから離れてゆこうとするヴェクトルとのせめぎ合い、綱引きそのものと言うべきか。　　　
おわりに
　
以上、ＮＨＫ番組アーカイブス学術トライアルを利用して石川淳に関
する番組を調査した結果について報告するとともに、若干 考察を示した。　
作家の肉声に接して作家像の立体化を経験できただけでなく、ラジオ
ドラマ化された作品からは、原作の聴覚的要素に改めて注意させられた。朗読番組については、作品から始まって作品に返るという接し方以外にも、作品をあくまでもきっかけとし、作品の提出したものを押し広げてゆくという接し方もあることを教えられた。愛読者の朗読によって独特な声の息づかいが与えられ、拡散的な映像化と朗読される作品テクストとが拮抗し合って る。このあたりは、視聴覚メディアであ ＴＶが自らのメディア的特性に即して、きっかけ なった「原作」 （文字言語）を読み換え、その享受の仕方その のを変えてゆこうと ているという風に理解することもできる も れない。　
今回の稿者の調査は、対象をあくまでも石川淳に絞ってのものであっ
たが、かつて石川淳 〈新戯作派〉あるいは〈無頼派〉という言い方で並び称されたこともある太宰治と坂口安吾のヒット数 ここで紹介しておくと、太宰が九九六件、安吾 二〇八件で った（重複もあるので、
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やや過大な数字になっている） 。石川淳の一四件と比べると、 そのギャップにまずは驚かずにいられな が、しかし、大学教育の現場での学生たちの反応のギャップを思 出せば、やはりそうな かとも思う。　
それほど読まれているとは言い難い石川淳について、だが、今回の学
術トライアルのおかげで、その肉声に接す 素朴な喜びから、一種斬新な映像表現の中に石川淳のテクストが置き直された新鮮な驚きまで、さまざまなタイプ 番組からさまざまな印象、示唆を与えられ、充実した時間が過ごせたことはたいへん大きなことだった。　
もとより掘り下げは不十分と言うほかなく、またトライアル利用期間
が終わったあと、確認すべきであったと気づいた事柄も くさんあり、基礎的な調査としても十分とは言えまい。こちらの不注意が多々あっのは言うまでもない 、アーカ ブスデータ ら る整備およびコンテンツ公開の拡大が進められ、アクセス、調査がさらに容易になることを願ってやまない。 （二〇一六・一〇・二一）
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［キャプチャー映像（静止画） ］※元はすべてカラーである。
①
⑦ ②
⑧ ③
⑨ ④
⑩ ⑤
⑥
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⑬
⑲ ⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑪
⑫
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［注］（１）
http://w
w
w
.nhk.or.jp/archives/academ
ic/index.htm
l#
01 （二〇一六年一〇月
二一日閲覧。 ）原文は横書き。アラビア数字を漢数字に改めた。以下同様。
（２）
http://w
w
w
.nhk.or.jp/archives/academ
ic/index.htm
l#
02
（３）
http://w
w
w
.nhk.or.jp/archives/academ
ic/results/index.htm
l#
02
（４）アーカイブスのデータでは不明。同じシリーズの他の回から推測。（５）アーカイブスのデータでは不明。同じシリーズの他 回から推測。（６）放送されたことは確認できるものの検索でヒットしなかった番組の例として、
①石川淳も出席し、テレビ放送（生放送）された名月文壇句会（一九五五年九月三〇日、文藝春秋新社主催、清澄庭園・涼亭） 、後段参照、②石川淳が原作でラジオ第一放送で放送されたラジオドラマ「日曜名作座
 白頭吟」 （一九六〇
年五月一日～七月三日、 全九回、 椎名龍治 脚色 、 古関裕而（音楽） 、 森繁久彌・加藤道子ほか（出演） ）などがある。今後の調査に俟ちたい。
（７）荷風も含めた一部作家については、一九九〇年代後半に、教養特集（ＮＨＫラ
ジオライブラリー）として再 されてい が、石川淳の回については現在に至るまで再放送されていない。
（８） 「第三章
 石川淳の文体〈二
 石川淳の口調〉 」 『石川淳の文学』笠間書院、
一九七八、 二三五～二四一頁
（９） 『石川淳全集
 第八巻』筑摩書房、一九八九、 六三一頁
（
10）この図書・資料ライブラリー所蔵資料を検索したところ、 《石川淳訳》と記載
のある『タル
チ（ママ）
ユフ』台本も手に取ることができた。脚色は知切光歳、演出は
近江浩一で九五二年八月二四日午前一一時から一二時までラジオ第二放送で放送された「世界の名作
　
タルテユフ」の台本だが、石川の訳文（ 『タルテュフ』
春陽堂（世界名作文庫、モリエル集３） 、一九三四）からは、文言も構成もかけ離れており、石川の訳文を素材にしながら自由に作り替えたという印象である。一九五二年時点で例えば他に井上勇や小場瀬卓三 よる訳もあったが 他ならぬ石川訳が素材として選ばれたという意味での《石川淳訳》だっ のであろう。
（
11） 『音作り半世紀―ラジオ・テレビの音響効果』 （春秋社、二〇〇一、改訂版
二〇〇五） という著書もある。その中で 「鷹」 の名前も挙がっているが （八四頁） 、主題的な言及はな 。
（
12）原文横書き。アラビア数字を漢数字に直した。
（
13）例えば、河野多恵子による三浦哲郎の短篇「金色の朝」の回についても、三浦
の故郷（青森・八戸）を舞台 し、会話文は方言で語られる作品を、大阪アクセントの河野がつっかえつっかえ朗読するところからは、不思議な迫力が感じられた。
（
14）原文横書き。アラビア数字を漢数字 直した。
（
15）先述の、東京都江東区の清澄庭園で開かれた名月文壇句会（文藝春秋社主催）
で披露された句。宮田重雄「名月文壇句会―あまつさへ潮の香さそふ雨月かな」（ 『別冊文藝春秋』第四八号、一九五五・一〇）参照。
（
16）この《あまつさへ》の句については、 『石川淳全集
 第十九巻』 （筑摩書房、
一九九二）には《あまつさへ
湖うみ
の香さそふ雨月かな》 （底本は石塚友二編『文
人俳句歳時記』生活文化社、一九六九、 一九八頁）という本文が採用 れ、石原の引用とは異同がある。前掲記事 「名月文壇句会」 でも、 サブタイトルでは 《あまつさへ潮の香さそふ雨月かな》 本文中では《あまつさへ湖の香さそふ雨月かな》と文言に異同があり、どちらかが誤植であろうが、短冊等 確認できない限り、三つのうちのどれが正しいのかの判断は難しい。
（
17）原文横書き。アラビア数字を漢数字に直した。
（
18）ＢＳ２や地上波総合など他の放送波でも放送 れているが、放送が先行するＢ
Ｓｈｉの放送日に拠った。
（
19） 『普賢・佳人』講談社（講談社文芸文庫） 、一九九五 「貧窮問答」 「葦手」も併収。
一九三五、 三六年に発表され 四作品。
（
20） 『近代読者の成立』 （有精堂、一九七三）
（
21） 「文章の形式と内容」 （ 『現代文章 座
 第三巻』三笠書房、一九四〇）→『石川
淳全集
 第十二巻』筑摩書房、一九九〇、 二六六頁
（
22）大和定次前掲書にも、 《この年［一九三六年］の九月、ラジオ小説として初め
て本格的な企画脚色を行なった「 四郎」 （作・夏目漱石、脚色・小林勝）が、映画監督・山本嘉次郎のラジオ初演出で放送されました。 》 （二八〇頁 とある。
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（
23）石田佐久馬編著『音読・朗読・黙読』 （東京書籍、一九七九） 、ならびにインター
ネットで閲覧できる現行の学習指導要領など参照。
＊引用文中の［
　
］内の文言は、稿者が付した注釈である。
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